
列

館

陳 列 館

佐
々
木
は
大
正
三
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
卒
業
。
同
八
年
文
部

属
、
帝
国
美
術
院
書
記
、
同
十
二
年
福
岡
高
等
学
校
教
授
、
昭
和
六
年
名
古
屋

医
科
大
学
学
生
主
事
、
同
事
務
官
等
を
勤
め
た
人
で
、
同
七
年
三
月
―
二
十
日
に

本
校
生
徒
主
事
と
な
る
ま
で
は
、
本
校
と
は
殆
ん
ど
関
係
が
無
か
っ
た
。
彼
は

同
年
七
月
教
授
を
兼
任
し
、
同
十
六
年
生
徒
課
長
と
な
り
、
同
十
九
年
東
京
高

等
師
範
学
校
教
授
へ
転
任
す
る
。
彼
が
本
校
生
徒
主
事
と
な
っ
た
頃
か
ら
校
内

の
左
翼
活
動
は
容
赦
な
く
弾
圧
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
6
0
9
頁
参
照
）
。
た
だ

し
、
そ
れ
は
時
の
文
教
政
策
の
結
果
で
も
あ
ろ
う
。

②

陳

昭
和
四
年
五
月
十
五
日
、
陳
列
館
（
本
校
所
蔵
参
考
品
陳
列
館
。
岡
田
信
一

郎
設
計
）
が
完
成
し
た
。
本
書
所
載
「
東
京
美
術
学
校
年
報
」
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
本
校
は
多
年
に
亙
っ
て
陳
列
館
建
設
の
要
請
を
行
な
っ
て
来
た
が
、
そ

れ
が
漸
く
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
諸
新
聞
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
建
設
が
決
定

し
た
の
は
前
年
六
月
の
頃
で
、
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
七
巻

第
二
号
も
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

本
校
所
蔵
参
考
品
陳
列
館
建
設

多
年
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
で
は
表
せ
な
い
程
前
か
ら
我
々
数
職
員
生
徒
一

般
が
熱
差
し
て
居
た
慮
の
、
本
校
所
蔵
品
陳
列
館
の
建
設
費
が
些
少
で
は
有

る
が
文
部
省
か
ら
典
へ
ら
れ
た
と
聞
い
た
。
聞
い

た
時
に
並
居
る
も
の
は
一

磐
に
「
そ
れ
は
い
A
」
と
心
か
ら
此
の
報
告
を
喜
ん
だ
。

此
の
陳
列
館
建
設
費
は
敷
年
前
か
ら
毎
年
豫
算
を
計
上
し
て
来
た
や
う
だ

し
、
此
の
一

、
二
年
は
、
そ
の
豫
算
を
幾
等
分
か
し
て
毎
年
増
建
の
計
盟
を

し
た
り
し
て
居
た
が
、
そ
れ
で
も
通
ら
な
か
っ
た
。
此
度
は
文
部
省
で
昨
年

の
建
築
野
の
残
餘
が
有
っ
た
の
を
本
校
の
此
の
企
に
廻
さ
れ
た
と
か
で
金
四

萬
園
で
百
二
三
十
坪
の
物
を
建
て
る
計
聾
の
や
う
に
聞
い
た
。
結

描

な

事

中こ。t
 百

三
十
坪
と
云
ふ
と
今
の
建
策
科
の
建
物
の
下
（
一
階
）
だ
け
位
な
も
の

だ
そ
う
で
、
陳
列
館
と
し
て
は
無
論
尚
四
五
倍
は
ほ
し
い
、
で
も
無
い
と
云

ふ
事
よ
り
は
ど
れ
だ
け
い

4

か
わ
か
ら
な
い
、
今
迄
は
参
考
品
と
稲
し
な
が

ら
、
ほ
と
ん
ど
我
々
の
眼
に
燭
れ
な
い
で
お
庫
の
中
に
埋
ま
つ
て
居
る
や
う

な
形
だ
っ
た
か
ら
、
成
る
可
く
一
般
に
便
利
な
陳
列
館
が
一
日
も
早
く
建
つ

て
立
振
な
参
考
品
が
朝
夕
我
々
の
眼
に
燭
れ
る
や
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
そ

の
暁
に
は
エ
藝
な
ど
も
も
つ
と
落
付
い
た
作
品
を
新
し
い
人
の
中
か
ら
出
す

事
が
出
来
や
う
と
思
ふ
。

ま
た
、
正
木
直
彦
は
『
十
三
松
堂
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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〔
昭
和
一
―
―年
〕
七
月
二
十
四
日
〔
中
略
〕
夫
よ
り
文
部
省
に
出
頭

列
館
工
事
設
計
岡
案
を
其
筋
に
示
し
て
之
を
學
校
に
て
直
螢
施
行
し
た
き
よ

し
を
申
込
む
文
部
省
建
築
課
の
建
築
技
能
は
世
間
定
評
あ
る
を
以
て
之
に

託
す
る
こ
と
不
安
な
る
を
以
て
な
り

[
下
略
〕

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
る
と
、
当
初
か
ら
陳
列
館
は
面
積
が
狭
す
ぎ
る
と
い
う

意
見
や
、
建
設
を
文
部
省
に
任
せ
ず
、
本
校
の
希
望
ど
お
り
の
も
の
を
建
設
し

た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

本
学
建
築
科
前
野
灘
教
授
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
完
成
し
た
陳
列
館
は
比
較

的
工
費
の
安
い
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
貼
り
二
階
建
。
こ

の
建
物
は
『
総
覧
日
本
の
建
築
3
』
（
昭
和
六
十
二
年
、
日
本
建
築
学
会
）
に
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
黒
田
記
念
館
と
道
向
か
い
に
建
つ
東
京
芸
術
大
学
陳
列
館
、
そ
し
て

今
は
な
い
旧
東
京
府
立
美
術
館
は
、
設
計
者
岡
田
信
一
郎
の
美
術
館
3
部
作

で
あ
る
。
こ
の

三
つ
の
美
術
館
は
、
黒
田
記
念
館
の
四
辻
を
挟
ん
で
近
接
し

て
建
ち
並
ん
で
い
た
。
と
も
に
茶
色
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
を
貼
り
、

2
階

部
分
の
展
示
室
を
無
窓
壁
に
し
、
天
窓
に
よ
る
自
然
採
光
と
ト
ス
カ
ナ
様
式

の
柱
を
象
徴
的
に
扱
う
と
こ
ろ
は
、

3
部
作
共
通
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

古
典
折
衷
様
式
の
建
築
教
育
を
受
け
た
岡
田
は
、
当
時
欧
米
か
ら
伝
え
ら

れ
る
近
代
建
築
の
中
で
、「
形
式
と
表
現
と
は
材
料

・
構
造
が
異
な
る
に
つ
れ

て
過
去
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
新
建
築
の
意

義
」
と
の
結
論
に
達
す
る
。
そ
こ
で
岡
田
は
美
術
館
の
機
能
を

「
壁
と
光
」

と
と
ら
え
、
絵
画
を
展
示
す
る
主
ギ
ャ
ラ
リ

ー
を
無
窓
壁
、
採
光
を
天
窓
の

學
校
陳

十
二
月
五
日

〔中
略
〕
午
前
十

一
時
半
李
王
殿
下
台
臨
西
洋
霊
科
授
業
台

覧
終
て
陳
列
館
に
於
て
楽
浪
出
土
品
を
詳
細
に
御
覧
に
な
り
て
午
後

一

時
に
御
退
出
な
り
た
り

〔下
略
〕

陳
列
館
は
戦
後
に
至
っ
て
破
損
箇
所
の
修
理
や
内
部
の
改
造
が
行
わ
れ
た
た

め
、
多
少
様
相
が
変
わ
っ
た
。
現
在
の
中
三
階
と
三
階
の
部
分
は
後
の
改
築
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
福
田
徳
樹
著
「
資
料
館
こ
の
一
年
」
（
四
霞
芹
豆
鮮
m術
杜
』

3
、
平
成
元
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
、
外
光
採
り
の

長
方
形
の
窓
に
は
先
頃
ま
で
直
線
の
幾
何
学
文
の
デ
ザ
イ
ン
の
鉄
枠
が
と
り
つ

け
て
あ
り
、
建
物
の
頂
に
は
元
は
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉
飾
り
の
よ
う
な
飾
板
が
と

り
つ
け
て
あ
っ
た
と
い
う
。

略〕 妻
十
月
二
十
九
日
〔
中
略
〕
午
後

一
時

ュ
ー
ジ
ア
ム
東
洋
部
長
ロ
ー
レ
ソ
ス
・
ビ
ニ
ヨ
ン
〕
夫
妻

サ
ム
ソ
ン
夫
婦
来
校

陳
列
館
の
古
物
文
庫
の
綸
聾
を
縦
覧
す
〔
下

自
然
光
に
し
、
そ
れ
を
美
術
館
の
表
現
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

開
館
（
展
示
開
始
）
に

つ
い
て

の
記
録
は
無
い
が
、

『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
四
号
（
昭
和
四
年
十
月一

日
発
行
）
に

「
本
校
に
は
近

く
所
蔵
品
の
陳
列
館
を
開
い
て
皆
様
の
御
研
究
に
資
す
る
運
び
に
な
っ
た
」
云

々
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
昭
和
四
年
秋
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に

『十
三
松
堂
日
記
』
の
同
年
の
記
事
中
に
は
陳
列
館
の
展
示
に
関
す
る
次
の

二

つ
の
記
述
が
あ
る
。

ビ
ニ
ョ
ン

〔ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
ミ

獨
乙
大
使
夫
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和田季雄渡欧送別会記念 於倶楽部

（『東京美術学校校友会月報』第27巻第 8号より転載）

な
お
、
「
昭
和
十
六
年
以
降
土
地
建
物
二
関
ス
ル
書
類
」
に
は
昭
和

十

六

年
九
月
十
日
に
陳
列
室
を
陳
列
館
と
改
称
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、

一
時
期
陳

列
室
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③

和
田
季
雄
の
在
外
研
究
、
パ
リ
滞
在
の
卒
業
生
た
ち

昭
和
三
年
十
二
月
二
十
六
日
、
助
教
授
和
田
季
雄
は
彫
刻
技
術
研
究
の
た
め

満
二
年
間
フ
ラ
ン
ス
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
和
田
は
明
治
十
七
年
四
月
二
十
一

日
東
京
に
生
ま
れ
、
同
一
二
十
九
年
本
校
に
入
学
、
同
四
十
四
年
彫
刻
科
牙
彫
部

を
卒
業
し、

大
正
十
年
本
校
講
師
兼
教
務
掛
と
な
り
、

「
体
操
」
お
よ
び
「
彫

刻
実
習
」
授
業
を
担
当
、
翌
十
一
年
に
助
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
一
二
十
六
年
以

降
軍
務
に
従
事
し
、
大
正
九
年
に

は
陸
軍
歩
兵
中
尉
と
な
っ
て
い

る。
和
田
は
本
校
校
友
会
に
お
い
て

月
報
編
輯
主
任
、
文

芸

部

副

部

長
、
同
臨
時
部
総
世
話
人
、
乗
馬

部
長
、
卓
球
部
長
、
運
動
部
臨
時

部
各
部
部
長
と
し
て
生
徒
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
た
の
で
、
渡
欧
の

際
は
盛
大
な
送
別
会
が
催
さ
れ
、

昭
和
四
年
二
月
二
十
七
日
、
彼
が

夫
人
同
伴
で
東
京
駅
を
出
発
し
た

際
も
大
勢
の
見
送
り
が
あ
っ
た
。

二
十
八
日
神
戸
よ
り
伏
見
丸
に
乗

ン
ク
ル
ー
の
わ
き
に
居
る
山
口
長
男
君
か
ら
、
上
杜
會
の
巴
里
支
部
會
？

と
云
ふ
記
事
を
月
報
で
見
て
間
も
な
く
、

そ
の
會
員
の
一
人
で
、
ポ
ル
ト
サ

上
杜
會
の
第
二
回
展
を
、
東
京
と
大
阪
の
丸
善
で
や
っ
て
、
好
評
だ
っ
た

船
、
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ュ
に
入
港
、
四
月
九
日
に

。ハ
リ
に
到
着
し
た
。

和
田
は
帰
国
後
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一―
―
十
巻
第
四
、
五
、

六
、
八
号
、
第
三
十
一
巻
第
二
、
四

S
七
号
に
「
欧
洲
紀
行
」

H
S田
を
寄
稿

し
て

お
り
、
ま
た
、
同
誌
の
海
外
消
息
欄
に
は
和
田
を
は
じ
め
、
彼
と
同
時
期

に
。ハ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
本
校
卒
業
生
た
ち
の
手
紙
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
滞
在
中
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
バ
リ
到
着

後
は
矢
沢
弦
月
ら
と
日
本
美
術
展
覧
会
の
準
備
に
忙
し
い
日
を
送
っ
た
ら
し

い
。
そ
れ
が
済
む
と
美
術
館
、
博
物
館
、
諸
展
究
会
、
遣
跡
を
見
学
す
る
な
ど

し
た
。
彫
刻
家
に
師
事
し
て
学
ぷ
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
秋
に
は
十

月
五
日
の
プ
ー
ル
デ
ル
の
葬
儀
の
模
様
や
。ハ
リ
で
九
月
二
十
九
日
に
死
去
し
た

板
倉
鼎
（
大
正
十
三
年
西
洋
画
科
卒
業
）
に
つ
い
て
校
友
会
に
書
き
送
り
、
冬
に

は
川
村
箭
雄
作
品
の
リ
ュ
ク
サ
ン
プ

ー
ル
美
術
館
へ
の
入
館
式
（
十
二
月
三
十

日
）
に
列
席
し
た
こ
と
や
、
装
飾
美
術
館
の
フ
ラ
ソ
ス
陶
器
特
別
陳

列

の
う

ち
、
セ
ー
プ
ル
出
品
物
中
に
沼
田
一
雅
の
作
が
二
点
出
品
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

一
九
二
九
年
の
サ
ロ
ソ

・
ド
ー
ト
ソ
ヌ
に
木
校
卒
業
生
の
長
谷
川
潔
、
故
板
倉

鼎
、
小
沢
秋
声
、
小
磯
良
平
、
中
西
利
雄
、
荻
須
高
徳
、
山
田
新
一

、
田
辺
喜

規
、
島
村
三
七
雄
ら
が
入
選
し
た
こ
と
、
上
杜
会
の

。ハ
ー
テ
ィ
ー
に
招
か
れ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。
上
杜
会
に
つ

い
て
の
報
告
（
第
二
十
八
巻
第
八
号

所
載
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

コ
ロ
ソ
ボ
、
ア
デ
ン
を
経
て
マ
ル
セ
ー
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